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〈 論 文要 旨〉

　本研 究で は
， 業績 （ア ウ トプ ッ ト）が 検証可 能で ない た め にそ れ を動機付け の 手段 と し

て利用で きない 場合に
， 努力 （イ ン プ ッ ト）を直接 モ ニ ターす る こ とに よ り動機付けを行

う方法が 有用性 を もつ 条件 をプ リ ン シパ ル ・エ イジ ェ ン ト ・モ デ ル に も とつ い て 考察する．

　モ ニ タ リ ン グ の コ ス トが無視で きない とす る と，委託者が 受託者の 怠慢 を防止 しよ う

として モ ニ タ リ ン グ を頻繁 に行 うな らば，必要以上 の コ ス トを発生 させて しまうか もし

れ な い ．
一

方 ，
モ ニ タ リ ン グ ・コ ス トを節約 し よ うと して そ の 頻度 を少な くす れ ば，こ

ん どは怠慢 を誘発 して しまうか もしれ な い ．受託者が 利 己的 な行動 をと る こ とを前提 と

して ，最小限 の コ ス トで 怠慢 を 防止 し
， 委託 者に 最大の 期待 効用 を もた らす た め に は

，

どの よ うな報酬体系 （イ ン セ ン テ ィ ブ ・シ ス テ ム ）を設定 し，モ ニ タ リ ン グ の 頻度 （モ

ニ タ リ ン グ ・シ ス テ ム ）を どの よ うに設定す れば よ い だ ろ うか．

　本研究 で は，こ の 問題 を定式化す る た め の モ デ ル を提示 し，モ デ ル の 解 を求め ，そ の

挙動 を分析 して モ ニ タ リ ン グ ・シ ス テ ム の 性質を明 らか にす る．まず ，受託 者に資産制

約が な い 場合 に ， 受託者の 怠慢 に対 して 限 りな く大 きなペ ナ ル テ ィ
ーを課す こ とが で き

るな らば
，

モ ニ タ リ ン グ に コ ス トが かか る場合で も ， 委託者 は最善解 に 限 りな く近 い 期

待効用を得 る可 能性の あ る こ とを示す ．つ ぎ に 受託者に資産制約が あ る場 合で も，受託

者 に有限 責任 を保証する雇用契約を締 結す る こ とが 相互 に有利にな る こ とを示す．そ し

て 最後 に
， 情報 シ ス テ ム の 導入 に よ り業績 が検証可能 に なる場合で も，情報シ ス テ ム の

運用 コ ス トが 無視で きな い 限 り，当該情報 シ ス テ ム を用 い ず に努力の モ ニ タ リ ン グ に よ

っ て動機付けを行 うほ うが 有利に な る場合が 存在す る こ とを示す．
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は じめ に

　委任関係の もとで は ，委託者は 何 ら か の 方法で 受託者 を コ ン トロ ール す る こ とが必 要に な る ．

伊丹 匚5］が 言 うよ うに
， 「任せ て

， 任 せ 放 しにせ ず ， 任せ た事柄 を よ い 方向へ 導 い て い く」た

め で あ る．通 常， こ の コ ン トロ ール は受託 者 を動機付 け る と い う方法 に よ っ て 実行 され る． た

とえば
， 委託 者は受託者 に 支払 う報酬 を業績 と うま く関連付 け る こ と に よ り， 適切 な動機付け

を行 うこ とが で きる ． しか し，こ の 方法は，業績が検証 可 能 （verifiable ）で な い と利用する こ

とが で きな い ． こ こで
， あ る 変 数が 検 証可 能 で あ る とは

， そ れ が 当事者 だ け で な く （裁判所 な

ど の ）第三 者 も観測 可 能で あ り，
1 したが っ て 契約 に利 用 で きる こ と をい う．た とえば

， 企業

の 製造部門や 営業部 門の 業績は ，製造数量 や 販売数量 な ど ， 第三 者 も観測 可 能 とみ なせ る変数

に よ っ て 測定 され る こ とが 多い ．こ れ に対 して ，研 究開発部門や 総務部 門 ， 経理 部門 な どの 業

績 は多 くの 場合 ，
客 観的 に測 定す るの が 困難で あ るた め， こ れ らの 部 門 で は業 績 と報酬 の 関係

が希薄に な る．

　本研究で は
， 業績が 検証可 能で な い 場合 に

， 受託者 の 労働投 入 ，す な わ ち努力 （effort ） を

委託者が 直接モ ニ タ
ー

する こ とに よ っ て 動機付 け る方法が 有用性 を もつ 条件 を考察する 。まず ，

受託者 に資産制約 が な く，受託者 の 怠慢 に 対 して 限 りな く大 きな ペ ナ ル テ ィ
ー を課すこ とが で

きる な らば
，

モ ニ タ リ ン グに コ ス トが か か る場 合で も
， 委託者 は最善解

2
に 限 りな く近 い 期待

効用 を得 る可 能性 の あ る こ とを示す． つ ぎに受託者 に資産制約が ある場合で も，受託者 に有 限

責任 を保証 す る雇 用 契約 を締結 する こ とが 相互 に有利 に な る こ と を示す．そ して 最後に ，近年

の 情報技術 の 進展 を背景 と して
， 情報 シ ス テ ム の 導入 に よ り業績が検 証 可 能に な る場合 で も，

当該情報 シ ス テ ム を用 い ずに
， 努力の モ ニ タ リ ン グ に よ っ て 動機付 けを行 うほ うが 有利 に なる

場 合が存在す る こ とを示す．

　本 研 究 に関連 す る先行研 究 と して は以 下 の 文 献が ある ．Holmstrom ［4］や Harris ［3］は ，

不 完全 情 報下 に お け るモ ニ タ リン グ とイ ン セ ン テ ィ ブ の 関係 を エ イジ ェ ン トの リス ク態度 と関

連 させ なが ら考察 して い る． また ， Sappington ［7］は ， プ リ ン シ パ ル が リス ク 中立 的 な エ イ

ジ ェ ン トに有限責任 を保証する 最適契約 を考察 して い る ．Strausz ［8］は ，有限責任 を前提 と

して 業績 情 報シ ス テ ム が 存在 しな い 場合 の モ ニ タ リ ン グ技 術 とプ リ ン シ パ ル の 期待効用 の 関係

を考察 して い る．本研究 で は， こ の ように従来個別的 に扱 われ て きたモ ニ タ リ ン グ ・
シ ス テ ム ，

業績情報 シ ス テ ム
， お よび有限責任 の 各要素 を総合的 に 関係付ける イ ン セ ン テ ィ ブ ・モ デ ル を

構築 し，そ の 分析結果が提示 され る ．

1
こ こ で 検証可 能性 の 定義 と して ，当事 者間 だ け で な く，第三 者の 観 察可 能性 を要 請 す る の は 以 下 の 理 由に よ る ．プ リ ン シ パ ル とエ

イ ジ ェ ン トが ．当事者間で は 観察 酊能で ある が 第三 者は 観察不 能な あ る変 数 q に もとつ い て ，報酬 w （q） を授受 す る契約 を結 ん だ と

す る ．両者が 実際 に 観 察 し た q の 値が q＝qa で あ っ た とす る ，こ の と き，プ リ ン シ パ ル は エ イ ジ J ン ト に 対 して 不 実 に も g＝qb を主 張

する か もしれ ない ，報酬 関数 以 q）が w （q。）＞ w （qb）で あ っ た とす れ ば，プ リ ン シ パ ル は こ れ に よ っ て報 酬の 支払額 を節約 で きる か ら

で ある．こ の よ うなプ リ ン シパ ル の 行動 に対 して エ イ ジ ェ ン トは抗議 を し q。を主張す る だ ろ う が，q が 第 三者 か ら は観察不 能で あ る

た め ，こ の 争 い に 決 着 をっ け られ る 第三 者 は 存 在せ ず，w （qb） と い う 報 酬 に甘 ん じる こ と に な る，とす れ ば，エ イ ジ ェ ン トは ，事前 に

こ の よ うな 事態 を予 測 で きる た め ，プ リ ン シ パ ル が提 示 す る 報 酬 契 約 を信 用 し な い だ ろ う．そ う な る と ，契 約 自 体 が 成 立 しな い ．q が

第三 者か ら 観察可 能 で あ っ た と れ ば．プ リ ン シ パ ル の そ の よ う な行 動 に 対 して ，エ イ ジ ェ ン トは q＝q 。
を裁 判所 な ど の 第 三 者 に 訴 え て

そ の 判 決 を仰 ぐこ とが 可 能 とな る．裁 判所 は，実 際 に は q＝qa が起 こ っ た こ とを 観察で きる の で ，エ イジ ェ ン トの キ 張 を 認め プ リ ン シ

パ ル の 主 張 を斥 け る．か く して エ イ ジ ェ ン トは 当 初 の 契 約 どお り報 酬 ω （q。）を受 け取 る こ と に な る．こ の 場 合，プ リ ン シ パ ル の 不 実 な

行動 は 無意味 に な る．も ち ろん ，エ イ ジ ェ ン トは 報 酬 契 約 を交 わす 段 階 で こ の よ うな事 態 を予 測 で きる た め，そ の 時 点 で プ リ ン シ パ ル

が 提示 す る 報酬 の 契 約 を信 用 す る だ ろ う．
　なお，こ の 定義 は Baiman ［1］ に よ っ て い る．

2 こ こ で の 最 善解 は，委託 者が コ ス トをか け ず に 受託 者 の 努力 を モ ニ タ リン ダで き る場 合 の 最適 解 を 意 味す る．
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モ a タ リ ン グ に よ る 動 機 付 け

1． 　 モ 7 ル

　 経営組織 に お け る委 任 関係 を想 定 し，委託 者 を プ リ ン シ パ ル ，受託 者 をエ イ ジ ェ ン トとよぶ

こ とに し，二 人 の 関係 を以 ドの よ うに想定する ．

　両者 は リ ス ク 中立 的で あ り， von 　Neumann − Morgenstern ［9］の 期待効用仮説に したが っ

て 行動す る． エ イジ ェ ン トは ， プ リ ン シ パ ル か ら努力 e の 行使 を要求 され ，努力 1 単位 に つ き

k の コ ス トを負担す る ．エ イ ジ ェ ン トの 努力水準 は e ＝ 1 （努力する ）か e ＝ 0 （努力 しな い ）の

い ず れか で あ り，前者 を選択す る確率 は α ，後者 を選択す る 確率は 1一α で あ る ．努力 と環境

状態の 結合結果 と して 生 産 され る業績 を x とする ．x は検証不 能 と仮定す る ．　 e ＝0 が 選択 され

た 場 合は確実 に x ＝0 と な り，e ＝1 が選択 され た 場 合は
， 確率 π で x ＝死 と な る が ， 確 率 1一 π

で x ＝ 0 となる ．

　エ イ ジ ェ ン トは
， 実際 に生起 した努力 水準 に つ い て報告 （皿 essage ）m をす る よ うプ リ ン シ

パ ル か ら指示 され る．エ イジ ェ ン トが実際 に努力 した （e ＝1）場合 は，必ず正 直な報告 （m ＝ 1）

を行 うが ，努力 しなか っ た （e ＝0）場合 は，常 に 正直 に報告 （m ＝0）する とは 限 らず，確率 β

で 虚 偽報告 （m ＝1） を行 う．

　 エ イ ジ ェ ン トは ，報告 した 後 ，実 際 に 生 起 し た努 力水準 に 関 して プ リ ン シ パ ル か ら検 査

（check ）c を受 ける 口∫能性 が あ る．検査 が実施 され た場合 には真実の 努力水準が 明 らか に な る ．

プ リ ン シ パ ル は ，エ イ ジ ェ ン トの 報告 に 基 づ い て ，検査 を行 う （c ＝1）か否 （c ＝0）か を決定

す る．検査 に は コ ス ト s がか か る ．検 査 は抜 き打 ち方式 で行 われ ， 報告 m ＝・1 に 対 して 検査 を

行う （c ＝1）こ と もあれ ば
， 行わ な い （c ＝O）こ と もある 。前者の 確率は レ

， 後者の 確率は 1 −

、 で ある ．た だ し
， 報告 が m ；0 で あ る と きに は

，
エ イジ ェ ン トは 自らの 怠慢 を告 白 した こ と

に な るの で ，検査 を行 うまで もない ． もち ろ ん， こ の よ うな事態の 発生 はプ リ ン シパ ル に とっ

て 望 ま しくな い の で ，こ れ を避 け るた め に は エ イ ジ ェ ン トに対 して ペ ナ ル テ ィ
ーを課す こ とが

必要に なる と思 われ る ．

　 プ リ ン シ パ ル は，報告 m と検査結果 n に基づ い て エ イ ジ ェ ン トに 報酬 w を支払 う．検査結

果は検証可能 で あ り
，

n ＝0 （努力 して い なか っ た），
　 n ＝ 1 （努力 して い た），

　 n ＝ N 　（検査 し て

い な い ）の い ずれか で ある ．次 の 式が 成 り立 つ ．

　　 w （n ＝N ／m
＝0

，
c ＝0）＝w （e ＝O，m ＝O，c ＝0）＝LVL 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1）

　　w （n ＝0 ，
m ＝1

，
c ＝1）；w （e ＝0 ，m

＝1，c
＝＝1）＝WE 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　　w （n − N
，
n ド 1

，
ド 0）＝ ω （e − 0

，
m − 1

，
c − 0）

　　　　　　　　　　
＝

ω （e ＝1，m
＝1

，
c ＝0）＝w ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）

　　w （n ＝1，m ＝＝1
，
c ＝＝1）＝＝w （e ；1，m ；1，c ＝1）＝w4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　 1 式 〜 4 式の 各最左辺 は プ リ ン シ パ ル が 観察可 能 な変数 で
， そ の 右辺 は エ イ ジ ェ ン トが観 察

可 能な変数で 定義 さ れ て い る ． プ リ ン シ パ ル が エ イ ジ ェ ン トか ら 「努力 しなか っ た 」 （m ＝ 0）

と告 白 され た場合 ， 検査 を行 わず に （c ＝ 0）報酬 w 、 を支払 う． こ の と き， 言 うまで もな く検

査 の 結果 は 存在 しな い （n ＝N ） （1式）。プ リ ン シ パ ル が 報告の 真偽 を確 か め る た め に検査 を行

い （c ＝ 1）， その 結果 ， 虚偽 報 告 を して い た こ とが 明 らか に な っ た （n − 0）場合 は
， 報酬 は ω 、

にな る （2 式），プ リ ン シ パ ル が エ イジ ェ ン トか ら 「努力 した」 （m ＝1＞とい う報 告 を受 けたが ，

報告の 真偽 を確か め る た め の 検査 を行わ な い （c ＝0）と きは
， 努力が な され た か 否か が 不明で

あ る ため ，そ の 如何 を問 わず報酬 w3 を支払 う （3式）．プ リ ン シ パ ル が エ イ ジ ェ ン トか ら 「努
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力 した」（m ＝1）と い う報 告 を受 けた 場 合に
， 報告 の 真偽を確 か め る ため に検査 を行 い （c − 1），

真実の 報告 を して い た こ とが 明 らか に な っ た （n ＝1）場 合 ， 報酬 は w 、 にな る （4 式）．
3

　エ イジ ェ ン トの 努力 に対す る コ ス ト関数を g （・）， 報酬 に対す る効用 （Utility）関数 を U （・）

とす る と
，

リ ス ク 中立 を仮定 して い る か ら，

　　 σ （w
−
9 （e ））＝ w −

9 （θ ）＝ w − ek

とな る．エ イ ジ ェ ン トは競 争的 な労働市場 に直
’
面 して お り，そ の 留保効用 （reservation 　Utili−

ty） を U とす る ． したが っ て ，
　 EU ≧ U の とき ，

4 エ イ ジ ェ ン トは プ リ ン シ パ ル が提 案す る 契

約 に応 じる ．こ の と き，エ イ ジ ェ ン トの 期待報酬 （Expected　wage ）Ew は次 の よ うに な る． 5

Ew
　 　 1　　 1　　1

「黜≧。 、≧。
P ・ （・ 一’・ lm− i・ ）P ・（m 一砺 瞬 ∂P ・瞬 ・）w （・一励 一i… 一‘・ ）

　 ＝ （− 1＋ α ）（− 1＋ β）ω ・
一（− 1＋ α）β（レω ・＋ ω 3

−
v ω s）＋ α （w3

−
vw ・＋ vw4 ）

したが っ て ， エ イ ジ ェ ン トの 期待効用 EU は次の よ うに定式化 され る ．

EU
　 　 　 　 　 　

　＝Ew 一Σ Pr（e ＝＝te ）ieh
　 　 　 　 　 ie＝0

　 ＝ （1 一
β）w ・＋β（v ω ・＋ w ・

一
ソω 3）

　　　
一

α （h ＋ ω 1
一
βω ・＋ βv ω ・

一
ω ・＋ βw ・＋ v ω ・

一
βv ω ・

−
v ω ・）

プ リ ン シ パ ル の 所得 に対 す る 効用 関 数は Z（・）＝ ・で あ り，

6期待効用 EZ は 次の よ うに定式化 さ

れ る ．

EZ
　 　 　 　 　 　 1　 　 　　 　 1

− 一伽
τ蕊蔦萬P ・（・ − i・

　1・ ・n 　＝ i・ ）P ・ （m ・− i・
　 1・ − i・ ）P ・ （e − ie）i・s

　 　 　 　 　　　 1

　　・萬済。
P ・（x − i・… 1… 一・・ ）・ ・ （e − ・e ）頗

　 ＝− w 、

一
β（レ8 一

ω 1 ＋ vw ， ＋ ω ，

−
v ω 3）

　　 ＋ α （ω 1
一

βω 、

一
ω 、 ＋ βω 、 ＋ v （

− s ＋ β8 ＋ ω ， ＋ ω 、

一
βw ，

− w 、 ）＋ π∫）

　か くして
， k ，

　 U ，
　 s ，

π
，
f を所与 と して

，
プ リ ン シ パ ル は EZ を最大 にす る よ うに ω 、 ，

ω 、， ω 、，ω 、，v を選 択 し，エ イジ ェ ン トは EU を最大 に す る よ うに α ，β を選択 す る こ とが 両

者の 決定問題 となる ．

3 報酬 を定義 す る そ れ 以外 の 組 み 合わ せ が 存在 しない こ とは 容 易 に 確認 さ れ る ．
4E は 期待値 の 演算 を表 す．以 下 同 様．
5Pr

（・）は カ ッ コ 内 の 事象が 成立 す る 確率 を表す．
6Z

（り＝・とは ，収入 が
・の とき効用 が Z 〔・）で ある こ と を表す．
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2． 分析

　最初 に ，後段 で の 考察に 備 えて ベ ン チ マ
ー

ク と して ， プ リ ン シ パ ル が エ イジ ェ ン トの 努力水

準 を コ ス トを か けず に 検査 （観測）で きる場 合に 成立す る最善解の パ フ ォ
ー

マ ン ス を求め て お

こ う．その 場合 ， 次 の 命題 が 成 り立 つ ．

命題 1　 プ リ ン シ パ ル が エ イジ ェ ン トの 努力水準 を コ ス トをか けずに 検査 （観測 ）で きる場合 ，

すなわ ち s＝0 の 場 合，プ リン シ パ ル の 期待効用 は

　　 EZk・
≡ π 1 − k − U 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

と な る ．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 圏

　 プ リ ン シ パ ル が エ イジ ェ ン トの 努力 を コ ス トを か けず に 検査 で きる 場合 に は
， 努 力 しな

か っ た場 合 の ペ ナ ル テ ィ
ー

を適切 に
8

設 定す れ ば ，常 に e− 1 の 努力水準 を引 き出 す こ と

が で きる． こ の と き期 待業績 は π 1 と な り， エ イ ジ ェ ン トに は 留保効用 σ と努力 の 負効用

h をち ょ うど補償す る だけの 報酬 が 支払 われ る． した が っ て ， 残余 π M 一ん一U が プ リ ン シ

パ ル の 取 り分 となる ． こ れが 5 式で ある ．

　 つ ぎに ，努 力 の 検査 に 淀 の コ ス ト （s ＞ 0）が か か る場 合 を考察 しよ う． こ の 場合，検査 の

頻度が 多す ぎれ ば必 要 以上 に コ ス トが か か り，逆 に頻度が少 なす ぎれ ば エ イジ ェ ン トの 怠慢 を

許す こ とに な る．そ の ため ， 最 小 隈 の 期待検査 コ ス トで 怠慢 を防止 す る し くみ を見 い だ さな く

て は な らな い ． したが っ て ， プ リ ン シ パ ル が 解 くべ き問題は ，エ イジ ェ ン トの 努力 を引 き出す

動機付け条件 を満 た しつ つ ， 自己の 期 待効用 を最大 にす る検査 頻度 と報酬体系 （イ ン セ ン テ ィ

ブ ・
シ ス テ ム ） を設計 す る こ と と定義 され る ．こ れ は，混合戦 略 に拡大 された 戦略空 間に お け

る ナ ッ シ ュ 均衡 を求 め る 問題で あ り，その 解が 必ず存在す る こ とは Nash ［6］に よ り証 明 され

て い る ，具体的 に は ，Gibbons ［2］ に なら っ て
，

プ リ ン シ パ ル と エ イ ジ ェ ン トが 各自の 戦 略変

数に 関 して 無差別 とな る よ うな集合の なか か ら
，

プ リ ン シ パ ル の 期待 効用 を最 大にす る部 分集

合 を識別する こ とに よ っ て 解が 求め ら れ る ．そ の 結果 ， 次の 命題が 成 り立 つ ．

命題 2　プ リ ン シ パ ル が 動機付 けの し くみ か ら得 る期待効用 の 上 限は
， 最善解の 水準 EZ ＊ で あ

る ． こ の上 限未満の 任意の 期待効用は ，

Wlw2w3

ω 星

　　　 o
h ＋ o＿s ＋ 。

＿極
　 　 　 　 　 　 ε

h ＋ σ ＋ ε

k ＋ u − s ＋ ε

一
σ

一
つc

k ＋ u

h ＋ u − s

，（ε
一→ 0 ）

（6）

とい うイ ン セ ン テ ィ ブ ・シ ス テ ム に お い て
，

α

β

ソー
1

0
・冖
s

一 尉・・
一 ・・

（7）

7
証 明 は付 録 を参 照 の こ と．

s
た とえ ば w ＝0．
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．

と い う均衡で 達成す る こ とが 可 能で あ る． こ の と き期待効用 は ，

剛 議 ． 。」
一

」£ 。 。 ］・（・ 一 ・・ （8）

となる ． こ こ に ε は
， 十分 に小 さな任意の 正 数で ある ．9　　　　　　　　　　　　　 ■

　プ リ ン シ パ ル は
，

6 式 で表 され る イ ン セ ン テ ィ ブ ・シ ス テ ム を利 用で きる なら ば
， 確率 尸 音

で 検査 を行 うこ とに よ っ て
， 常に e ＝1 の 努力水準 を引 き出 す こ とが で きる ． こ の と き， 期待

効用 EZ は最 善解 の 水準 EZ ＊ よ りも ε だ け低 下す る ．こ の 検査 確率 り
＝音は い くらで もゼ ロ に

近づ け るこ とがで き，そ れに伴 っ て期 待効用 は EZ ＊ に限 りな く近 づ く．10

ただ し，その 場合， イ ン セ ン テ ィ ブ ・シ ス テ ム の 極限 lim ， ．。 ω 、
＝一

。。 か らわ か る よ うに， エ イ

ジ ェ ン トの 怠慢 を完全 に 防止す る に は
， 虚偽報告 に 対 して 限 りな く大 きな ペ ナ ル テ ィ

ー を課す

契約 を締結 しなけ れ ば な らな い ．こ れ は エ イ ジ ェ ン トに無 限の 資産保有を要求す る こ と に等 し

い ．そ の よ うな無限責任の 追及 は ，あま り現実的で は な い ． また ，そ の よ うに厳 しい 罰則の 適

用は
， 現実 に は 法的制約 もあ り， 実行可 能で な い こ とが 多 い ．

　そ こで つ ぎに
，

エ イジ ェ ン トに 有限責任 を保証 して
，

ペ ナ ル テ ィ
ー

が 現実的な値 p に制限 さ

れ る （ω ， ≧ p ） とい う制約条件 を加 え た と きに ，プ リ ン シ パ ル の 期待効用が どの よ うに な る か

を検討 し よう，次の 命題が 成 り立 つ ．

命題 3　有 限ペ ナル テ ィ
ーを p ＝0 と した場 合 ，

11 プ リ ン シ パ ル の 期待効用は ，最善解の 水準

EZ ＊ を

一h− tア十 s ＋ 　4hs ＋ （fe＋ O − s ）
2

（9）
2

だ け下 回 る． こ の とき，

W1

w2

Wg

w4

σ

0

k 十 iア十 s 十 　4 んs ＋ （k ＋ 〜アー8 ）
2

2

k ＋ ひ一8 ÷ 　4ks ＋ （k ＋ σ一s ）
2

2

（10）

と い うイ ン セ ン テ ィ ブ ・シ ス テ ム に お い て ，

α

β

1

0

レ

一h一δ ＋ s ＋ 　4hs ＋ （k ＋ σ 一s ）
2

2s

（11）

とい う均衡が 達 成 され る． こ の ときの 期待効用 は，

9
証明 は付録 を参照 の こ と．

lo
しか し，検査確率 が ゼ ロ に なれ ば，間違 い な く怠慢が 誘発 され る 、

11
エ イ ジ ェ ン ト の 有 限責 任 を前提 とす る 場 合，ベ ナ ル テ t 一に は こ れ 以 外 に さ ま ざ ま な 値 を 設 定す る こ とが で きる ．な お ，制 約 条件

w 、≧p が 必 ず等 式で 成 立 す る こ とは 自明で あ る ．
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陽］一［＋ ・−4 − 一
・翻

・

［訓 （12）

となる ．12 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

　ω ，
＝0 とい う有限責任 を保証す る場合， イ ン セ ン テ ィ ブ ・シ ス テ ム を 6 式か ら 10 式に変

更す る と同 時に ， 検査 を

一々 一ごア＋ s ＋ 　4ks ＋ （k ＋ U− s ）
2

ン
＝

2s

と い う確率 で 行 うこ とが 必要 とな る ． こ れ に よ っ て
，

プ リ ン シ パ ル は
， 常 に e ＝ 1 の 努力水準

を引 き出すこ とが で きる ． しか し
，

プ リ ン シ パ ル の 期待効用は EZ ＊ か ら 9 式で 表 され る分だ け低

下す る ．こ の 差 は
，

プ リ ン シ パ ル が エ イ ジ ェ ン トに有限 責任 を保証す る コ ス ト と考える こ とが

で きるで あろ う． s ；O で あれ ば，9式 は ゼ ロ にな り，　 EZ ＝EZ ＊ と な る こ とは 容易 に確認 され

る ．

　 とこ ろ で ，検査 コ ス ト s を負担する経 済主体 は誰で あろ うか ．検査 コ ス トを負担 する経 済主

体 は誰か とい う問題 を明 らか に する た め に は
，

まず負担 とは何か と い う問題 を考察す る必 要が

ある ．検査 コ ス トの た めの 支払 い を行 うこ とを負担 と よぶ な らば，負担者 は プ リ ン シ パ ル とな

る だ ろ う． とこ ろ が ，検査 を受けた ときの 報酬 と検査 を受 けな か っ た と きの 報酬の 差額
13 を負

担 と よ ぶ な ら ば
， 結果的に負担者は 検査 を受けた エ イ ジ ェ ン トと い うこ と に な る だろ う．実際，

命題 2 と命題 3 の い ず れ に お い て も ω 、
一

ω 、 の 値 が s に 等 しい こ とが わ か る ．後 者 の 定義 を採 用

す る場合 ，
エ イジ ェ ン ト側が 検査 コ ス トを負担 しな けれ ば な ら ない の は ， 均 衡 にお い て は エ イ

ジ ェ ン トが 自らす す んで 検査 を受け る とい う自己規制 をす る こ とに よ っ て ， 自分が プ リン シパ

ル の 利益 を害す る意 図の な い こ とを表 明す る必 要が あ る か ら と解釈で きる．

　次の 議論 に 入 る 前に ，検査確 率 り が検査 コ ス ト s に 対 して どの よ うに変化す る か に つ い て の

分析結果 を示 して お こ う．y を s で偏 微 分 す る と
，

∂

孫
レ

』
（k ＋ O ）　4 々s 十 （k ＋ U − s ）

2− （k ＋ σ）
2− s （h − e ）

2s2　4ks 十 （h十 U − s ）
2

（13）

とな るが ， σ ＞ k とす れ ば
， 13式 は

。≧
（亀＋ tt）をs

・

　 　 u − k
（14）

な る s に お い て 非負 となる． したが っ て ， 検査 コ ス トが ・一
定値 s

＊ 以上 で あ れ ば ， 検査 コ ス ト

を低減 させ る こ と に よ っ て 検査頻 度 も減少 させ られ る こ とが確 認 され る ． こ の 結果 は ，エ イ ジ

ェ ン ト側 が 検査 コ ス トを負担す る必 要 の ある こ と と密接 な 関連 が ある ．前述の よ うに ω 、
一

ω 、 の

値 は 検査 コ ス ト s に等 し い た め
， 検査 コ ス トが 小 さ くな る ほ ど w 、 は ω ， に 近づ く．こ の こ と は

，

検査 コ ス トが 小 さ くな る ほ ど
，

エ イ ジ ェ ン トが 検査 で 怠慢 （努力 しなか っ た こ と）が 暴 露 す る

12
証 明 は 付録 を参照 の こ と．

】3 と もに エ イ ジ ェ ン トは 努 力 を して い る もの と想定す る ．

145

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association of Management Accounting

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　of 　Management 　Aooounting

管 理 会計 学 第 8巻 第 1・2 合 併 号

危険 を冒 した上 で ω s ＞ w 、 なる 報酬 ω 、 を追 求 す る こ と の 相対 的 な価値 が小 さ くなる こ と を表 し

て い る ．こ の よ うに して ，検査 コ ス トが 小 さ くなる ほ ど努力 をする こ との 相対 的な価値が 高 ま

るため
，

エ イ ジ ェ ン トはす す ん で 努 力 をす る よ うに な り ， そ の 分 だ け検査頻度 を減 らせ る よ う

に なる と考え られ る ． つ ぎに，期待効用 EZ の s に対す る変化 を調べ る と，

昜・・ 一⊥

（
一k ＋ σ 一8

2
，！：1

’
E9

一
只

…
石「：万 一s ）

2 ー
　

1

とな ・ か ら ，
・＞ o の と纔 豚 ・ となる ・ と・ う が ・

・
＞ ttで あるか ら 瀦 局 ， 搬 ・ ス トが

s ≧s
＊

で あ れ ば ，検査 コ ス トを低減 させ る こ とに よ っ て
， 検査頻度 を減少 させ る とと もに プ リ

ン シ パ ル の 期 待効用 を高め られ る よ うな s
＊ が 存在す る こ とが わ か る ．

．
最後 に，情報技術 の 進展 を背景 と して ， 情 報 シ ス テ ム の 導入 に よ り検証可 能な業績情 報が得

られ る と仮定 した場合 に，動機付け手段 と して の モ ニ タ リ ン グ ・シ ス テ ム と業績情報シ ス テ ム

の 優位性 を比較 しよ う．

　 プ リ ン シ パ ル は情報シ ス テ ム を コ ス トt で 運 用す る こ とに よ り，検証可能な業績情報 x を得る

こ とが で きる もの とす る． こ の とき，エ イ ジ ェ ン トへ の 報酬 w を，x ＝i の 場合 に は，

w ＿
k −

＋ti
　 　 π

x ＝ 0 の 場合に は，

　　　ω ＝ σ

と設 定する な ら ば
，

エ イ ジ ェ ン トの 期待 効用は
， 努力す る場 合 もし ない 場 合 も等 し く EU ＝σ

と なる こ とが 容易 に 確 か め られ る ． また
，

’
こ の 期待効用 の 値 は 参加 条件 をみ た して い る か ら ，

エ イジ ェ ン トは契約 に応 じた うえで
， 努力水準の 決定 に つ い て は こ れ を プ リ ン シ パ ル にゆ だね

る こ とがで きる．そ こ で ，プ リン シ パ ル が期待効 用 EZ を最大 にす る ため に e ・＝1 の 努力水準 を

選択す る な らば，期 待効用 は EZ ＝
π 1 − t− k一σ ≡ EZ ＊ ＊ とな る ．14

情報 シ ス テ ム の 運 用 コ ス

ト t が ゼ ロ の 場合 ，EZ ＊＊ は最善解 の 水準 EZ ＊
に 等 し くなる

15
か ら

，
　 EZ ＊＊ は プ リ ン シ パ ル が

情報 シ ス テ ム か ら得 られる最大 め期 待効用 で あ る こ とが わか る．

　 こ こ で ，有 限責任 を前提 と したモ ニ タ リ ン グ ・
シ ス テ ム か ら得 られ る 期待効用 EZI とEZ ＊ ＊

との 差 を とる と，

EZ ・
− EZ ・ ・ 一

音（h ・ O … ・ks ＋ （h ・ O −
・ ）

2

）・ t・ ・ EZ （15）

となる． こ の △EZ は ，

　　　・ ≦ 毒 （t・ k ・ σ）・ ・
＊ ＊

　 　 　 　 　 　 　 　 ・16）

の とき非負 とな る こ とが容易 に確 か め られ る ． また ，t が ゼ ロ で ない 限 り s ＊＊ は正 とな り， し

た が っ て 16 式 を満 た す正 の s が必 ず存在す る こ と が わ か る．以 上 よ り次 の 命題 が得 られ る ．

命題 4 　情報 シ ス テ ム の 導入 に よ っ て 検証 可 能な業績 情報が 得 られ る場合で も ， そ の 運 用 コ ス

14 実際，生 産 g
” ’

x ＝1 が ト分 に 大 きい と き，EZ ＊ ＊
＞ 0 ≧

− t−V ＝EZ （e ＝0）とな る ．
15

両者の
・・
致 性 は，エ イ ジ ェ ン トの リ ス ク 中立 性 の 仮定か ら 生 じ る ．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 モ ニ タ リ ン グ に よ る 勤 機伺 け

トが無視 で きな い 以上 ，検査 コ ス ト s を
一・
定 の 値 s

＊ ＊ 以 下 に 引 き下 げ る こ とが で きる な らば ，

業績情 報 シ ス テ ム で は な くモ ニ タ リ ン グ
・シ ス テ ム を用 い る ほ うが 有利 となる ような s

＊ ＊ が存

在する ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

　こ の 命題 よ り，情報技術 の 進 展 を背景 と して ，清報 シ ス テ ム の 導入 で 業 績 が検証 可 能 に な る

場 合で も，
一

慨 に モ ニ タ リ ン グ ・シ ス テ ム を否 定 して 業 績情 報 シ ス テ ム に よる動 機付 け に移行

するの は 早計で あ る こ とが わ か る． どち らの シ ス テ ム を採 用す べ きか は，情報 シ ス テ ム の 運用

コ ス トとモ ニ タ リ ン グ ・コ ス トの 大小 関係 に依存す る か らで ある ．

3． 例証

　数値例 を使 っ て 前節まで の 議論を例証 して お こ う． まず ， 努力の 検査 に コ ス トが か か ら な い

ケース を検討す る ，所与 の 変数 を

ゐ

σ

s

π

π

5

100

0．6300

とす る と，5 式か ら最善解 に お け る プ リ ン シ パ ル の 期待効用 は

　 　 EZ ＊ ＝165

とな る ．また
，

こ の ときエ イジ ェ ン トに支払 われ る 報酬 は

　 　 w ；15

とな る ．16

次 に ， 努力 の 検査 に
一

定の コ ス トが か か る ケ ース を検討す る ．前例 で は検査 コ ス ト s をゼ ロ

と した が ， こ こ で は s ；50 に変更 し，所 与の 変数を

ゐ

δ

8

π

亙

510500

．6300

とす る ．こ の とき 6 式，7式 ，8 式か ら，

16
最 善 解に お L寸る 報酬 を承 め る 式に つ い て は付 録 を 参照 の こ と．
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Wl

w2

w3

w4

10

一35 ＋ 。
一孕

15 ＋ ε

一35 ＋ ε

とい うイ ン セ ン テ ィ ブ ・シ ス テ ム に お い て

「糊
と い う均衡が達成可 能で あ り，期待効用 は

［劉一L，19e］
と なる ．こ こ に ε は任意の 正数で あ っ た か ら ，

こ れ を限 りな くゼ ロ に 近づ ける と

鴎
1
ε

WlWpWs

乙θ 4

10

一
〇Q

15

− 35

網
一

園
鸛圜一鬧

とな り，
プ リ ン シ パ ル は 虚偽報告 に 対 して 限 りな く大 きな ペ ナ ル テ ィ （w ，

＝一
・。） を課 す こ と

に よ り，最 善解 の 水準 （EZ ＊ ＝165）に限 りな く近 い 期待効用 を得るこ とが わ か る．

次 に ，
エ イジ ェ ン トの 有限責 任 を保証 す るケ ース を検討す る，所与 の 変数 を前例 と同 じ
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 モ ニ タ リ ン グ に よ る 動 機 付 け

ん

σ

8

π

π

5

10

50

0．6

300

とし ，
ペ ナル テ ィ を有 限値 p ・・O に制限す る ．こ の と き 10式， 11式 ， 12式か ら ，

砺

砺

砺

砥

　 10

　 0

56．08495

6．084953

とい うイ ン セ ン テ ィ ブ ・
シ ス テ ム に お い て

［il・園
とい う均衡が達 成可 能 で あ り，期 待効用 は

　　　駲 、219 、5］
とな る ．た しか に

，
プ リ ン シ パ ル の 期待 効用 は 最 善解 の 水準 を

　　　 EZ ＊ − EZ1 ÷ 165 − 123 ．915 ＝41．085

だ け下 回 っ て い る こ とが わか る ．こ の 差が
，

プ リ ン シ パ ル が エ イ ジ ェ ン トに有限責任 を保 証す

る コ ス トで ある ．

　 と こ ろ で
，

エ イ ジ ェ ン トが
， 努 力 を しな い で こ れ を正 直 に 「努力 し な か っ た 」 と告

白す る 戦 略 を とる な らば
， 期 待効 用 EU （α ＝ O

， β・− O）は
，

　　　EU （α
＝0， β　−O）

　　　 ＝
ω 、

一
（0）（k）

　 　 　 ＝10 −
（0）（5）

　 　 　 ＝10

とな る ． また ，エ イ ジ ェ ン トが ，努 力 を し な い で こ れ を偽 っ て 「努力 した」 と報告す る 戦略 を

とる なら ば
， 期待効用 EU （α

＝0，β
＝1）は

，
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EU （α ＝ 0 ， β ＝ 1）
＝ （ソ ）（w 、）＋（1 −

y ）（ω ，）一（0）（k）

÷ （0．821699 ）（0）＋ （1 − 0．821699 ）（56 ．08495 ）一（0）（5）

÷ 10

と な る ．さ ら に
，

エ イ ジ ェ ン トが
， 努 力 を して 正直 に 「努力 した」 と報告す る 戦略 を とる な ら

ば
， 期待効用 EU （α

＝1）は
，

E σ（α
＝1）

＝（レ）（ω 、）＋ （1一 り）（ω 、）
一
（1） 

÷ （0．821699 ）（6．084953 ）＋ （1 − 0．821699 ）（56 ．08495 ）
一
（1）（5）

÷ 10

とな る ． した が っ て
，

エ イジ ェ ン トが こ れ ら三 つ の 戦略 を どの ような確率で 組み 合 わせ た戦略

を とる と して も， 期待効用 は 常 に 10 とい う
一

定値 を とる こ とが わ か る ． これ は，ま さに ， エ

イジ ェ ン トの 戦 略 変 数 で あ る α と β に関 して 無差別 で あ る こ とを表 し て い る ． した が っ て
，

プリ ン シ パ ル は
， 本来エ イジ ェ ン トの 戦略変数で ある α を任 意の 値に 設定す る よ うエ イジ ェ ン

トに指示す る こ とが で きる ． プ リン シ パ ル に とっ て最 も好 ま し い α は α
； 1 で ある か ら，彼は

α
＝1 を指示 し ，

エ イ ジ ェ ン トは こ れ を 断 る 理 由が ない か ら
，

こ れ に 従 う．そ の 結果 ，17 式で

表 され る均衡が 成 り立 つ の で あ る． なお ，
エ イジ ェ ン トが ， 努力 を した 後 に こ れ を偽 っ て 「努

力 しなか っ た」 と報告す る 戦略 を とる場合 ， 期待効用 EU は
，

EU

　 ＝
ω r （1）（k）

　 ＝10− 5

　 ＝5

　 〈 10

となる ． したが っ て
，

この よ うな戦略 を とる こ とはあ り得な い ．

　こ こ で
，
13式以 下 に示 され る検査 コ ス ト s と 検査頻度 v の 関係 を例証 して お こ う．検査 コ ス

トの 変化が 検査頻度 に 及ぼ す影響 をみ る た め に
， 前例 で 用 い た所与変数 （以 下 ， 所与変数 A と

よぶ ）

ん

σ

s

π

蒐

5

1050

0．6

300

の ほか に，検査 コ ス トs 値 を 50 か ら 60 に 増加 させ た所与変数 （以 下 ， 所与変tw　B とよ ぶ ）
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モ ニ タ リ ン グ に よ る動 機 付 け

ん

σ

8

π

死

5

1060

0．6

300

を用意す る ．所与 変数 B に お い て は
，

10 式， 11 式 ，
12 式か ら，

Wlw2w3w4 100

65．89454

5．894542

とい うイ ン セ ン テ ィ ブ ・シ ス テ ム に お い て

「引・1副
とい う均衡が 達成 可 能で あ り，期待効用 は

［劉・［、、君。6］
とな る ．所与変数 A に お い て も B にお い て も

， 検査 コ ス ト s は 14 式で 表 され る 関係

s ≧ s
＊ ＝45

を満 た して お り ， したが っ て
， 検査 コ ス トs が 60 か ら 50 に低減す る に つ れて

， 検査頻度 v が

0．848242 か ら 0．821699 に 減少 し て い る こ とが わ か る ． さらに
， それ に と もな っ て プ リ ン シ パ

ル の 期 待効用 が 114。106 か ら 123．915 に増加 して い る こ と も確 か め られ る ．

　最 後に，情報 シ ス テ ム の 導 入 に よ っ て 検証可 能 な業績情 報が 得 られ る場 合で も， 業績 盾報 シ

ス テ ム で は な くモ ニ タ リ ン グ ・
シ ス テ ム を用 い る ほ うが 有利 に な る場合 が あ る こ と を例 証 しよ

う．再 び所与変数 A を前提 と し， 情報 シ ス テ ム の 運 用 コ ス トを t・＝45 とす る． こ の と き 16式

か ら ，
モ ニ タ リ ン グ ・シ ス テ ム を用 い る ほ うが有利 とな る 検査 コ ス トの 範囲が

s ≦ s
＊＊

； 54

とな るた め ，s ＝50 で あ る本 ケース に お い て は情報 シ ス テ ム で は な くモ ニ タ リ ン グ ・
シ ス テ ム

を用 い る べ きで ある こ とが わ か る ．実際 ，
モ ニ タ リ ン グ ・シ ス テ ム か ら得 られ る期待効用 EZI

と情報 シ ス テ ム か ら得 られ る 期待効用 EZ ＊ ＊ の 差 を 15 式か ら計算する と
，
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EZI − EZ ＊ ＊
÷ 3．915

とな り，
モ ニ タ リ ン グ ・シ ス テ ムが 有利 で ある こ とが確 か め られ る ．

まとめ

　本論文で は，業績が検証可能で な い 場合 に ，受託者 の 努力 を直接 に観測する こ と （モ ニ タ リ

ン グ） を通 じて
， 受託者 を動機付 ける 方法 を考察 した．その 結果 ，

た とえ業績が 検証可 能で な

い 場合で あ っ て も，委託者 は，モ ニ タ リ ン グ ・シ ス テ ム と イ ンセ ン テ ィ ブ ・シ ス テ ム を適切に

組み 合 わ せ る こ と に よ り，良好 な期待 業績が 得 ら れ る こ と を示 した ． また ，怠慢 に対す る ペ ナ

ル テ ィ
ーを厳 し くする に した が っ て

， 限 りな く最善解 に 近 い 水準 の パ フ ォ
ー

マ ン ス を獲 得で き

る こ と を示 した． しか し
，

ペ ナ ル テ ィ ーが 過度 に厳 しい 場合 に は
， 受託者は

， （た とえ留保効

用 が 保証 さ れ て い て も）ペ ナル テ ィ
ー を受け る こ とをお それ て

， 契約 に 応 じな い か もしれ ない ．

そ こ で
， 有限責任 を保証 する雇用契約の 特性 を分 析 した ．次 に

， 情 報 シ ス テム の 導入 によ っ て

業績 が検証可能 となる 場合 に ， 業績情報 を通 じて委託者 を動機付 け る 方法 を考察 した ．その 結

果 ， 情報 シ ス テ ム の 運 用 コ ス トが無視 で きない と仮 定す るな らば ，
モ ニ タ リン グ に よ る動機付

けの ほ うが
， 業績情報を通 じた 動機付け よ りも有利 に な る 場合が存在す る こ と を示 した．

A ． 付録

Al 　命題 1 の 証明

　 コ ス トをかけ ず に検査 で きる とす れ ば，プ リ ン シ パ ル は無条件検査 （v ＝ 1） に よ っ て 確実に

エ イジ ェ ン トの 努力水準 を知 る こ とが で きる ． したが っ て ，怠慢 に 対す る ペ ナ ル テ ィ
ーを適切

に設定すれ ば ， 報酬 w を報告 m に 関連付 ける まで もな く，エ イジ ェ ン トの 怠慢 を防止す る こ

とが で きる ．ゆ え に， プ リ ン シ パ ル が 解 くべ き問題は

max 　Z ＝−
w 十 劣

　 ws

．t．σ ＝ w − ek ≧ u

と なる． 17式 の 参加 条件は当然に 等号で 成 り立 つ か ら，こ れ を 目的関数式 に代入 す る と，

　 　 　 max 　Z ＝−
ek

一
σ 十 X

　 　 　 　 u，

（17）

となる ．こ こ で e ＝ 0 の とき Z ＝ 一σ とな り， e ・・1 の と き Z ＝− h− U ＋ π 1 と な る か ら，　 rrhi

が 十 分 に大 きい とすれ ば
， 目的関 数 を最大 に す る e は e ＝1 とな る．こ の と き， 17式の 参加条

件 よ り w ・＝ k ＋ U とな る．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

A ．2　命題 2 の 証明

エ イ ジ ェ ン トが 確率 α につ い て 無差 別 にな る 条件 は ，

　 　 ∂
　 　 　 　 EU ＝0
　 　 ∂α
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で あ る．具体的 に は
，

　　　 v （β（Ws
− w2 ）＋ w ・

一
ω 3）＋（1一β）（w ・

一
ω ・）

− h ＝ 0

とな る ．エ イジ ェ ン トが確率 βに つ い て 無差 別 に なる条件 は ，

　 　 　 　∂
　 　 　 　 　 EU ＝0
　　　 ∂β

で あ る．具体的 に は ，

　　　 （1 一
α ）（P （ω ，

一
ω 、）＋ （ω 、− w 、））＝ 0

とな る． プ リ ン シ パ ル が確率 ッ に つ い て 無差 別 に な る条件 は，

　 　 　 ∂
　 　 　

− EZ ＝ 0
　 　 　 ∂v

で ある ．具体的 には
，

　　　 β（1一α ）（ω 3
一

ω 、
− s ）＋ α （ω 、

一
ω 、

−
s ）＝ 0

とな る ． こ れ ら を解 い て
，

剛響劉　　　　　
（・8）

　　 　　　 α ← ω 、＋ ω 、 ＋ s）
　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　 （19）　　　β

一
　　 　　　（1 一

α ）（w ，
一

ω ，
− s ）

　　　［矧
一 ［舜 稾鼎 ＿ ）］　　　  

を得 る．確率 α は本 来エ イジ ェ ン トの 決定変数で あ るが
，

以 上 の 条 件が 成立 す れ ば エ イジ ェ ン

トは確率 α に 無差別 に な るため ，プ リン シ パ ル に こ の 決定 をゆ だ ね る こ とが で きる ．とす れ ば
，

プ リ ン シ パ ル は 期待効用 EZ を最大 にす る ように確率 α を決定する ．生 産量 死 が 十分 に 大 き く，

した が っ て π i が 十分 に大 きい とき，EZ に お ける α の係数 は正 とな り EZ は α ＝ 1 で 最大 と

なる ． こ の とき 19式か ら報酬体系 に は ω 、
＝

ω 、
− s なる 関係が 成立 し ，

17 参加 条件を前提 とす れ

ば期待効用 は，20 式 か ら

　　　［劉一 ［∴ ］　 　 ． 　 　 ・…

と な る ．
一

方 ， 検 査 確率 は 18 式 か ら レ
＝　w ’

− h − U
と な る が

，
0 ＜ v ≦ 1 で あ る か ら

，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8

17
α 嘗1 を 19式 に 代 入S る と，左辺 の 分母が ゼ ロ とな る．こ こ で β が 有限 な 値 を とる た め に は，分 子 が ゼ ロ で あ る必 要 が あ る．こ の

条件か ら ω 、＝・tV 厂s な る 関 係が 導か れ る ．また，こ の と き β の 値は 有 限不 定 値 と な るた め 厳 密 に は β
＝
β∈ ［O．1】とす べ きで あ ろ う が，

こ の よ うな厳 密 な表現 を用 い な くと も議論 の 本 質に は 影響 を与 え な い ．議論 を見 通 し良 く展 開 す る た め に，本 文 で は均 衡 解 を β
＝0 に

よ っ て代 表 させ て い る．
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k＋ σ ＜ ω 3 ≦ k＋ σ ＋s を得 る ． プ リ ン シ パ ル は こ の 範囲か ら w 、、 を決定 しなけ れば な らな い が ，

21 式か ら
，

w ， は小 さ い ほ ど好 ま しい こ とが わか る。そ こ で
，

0く ε ≦ s を満た す十分小 さな任

意の 正 数 ε を考え
，

ω 、
＝ k ＋ U ＋ ε とお くと

， 命題 2 の 6式以下 に示 した結 論 を得 る ．　　 ■

A3 　命題 3 の証 明

　命題 2 の 証 明 と同様 に して ， エ イ ジ ェ ン トとプ リ ン シ パ ル が それ ぞれ の 戦略に つ い て 無差別

とな る条件 に よ り
，

醐

勘

砺

砿

α

β

レ

　　 　 tt

Wl − （h 十 ひ ←s ）Ws 十 8 σ

w
、

− k − u

　 w3

ω 昌

一
8

　 　 1

　 　 0

ω 、

− k一σ

　 　 s

圜
一

［ ］
な る均衡 を得 る ．こ こ で ω ，

…O とす れ ば
，

22 式の 第二 式か ら

　　　　　　 k 十 〇，H− s 十 　4ks 十 （ん 十 tアーs ）
2

（22 ）

（23）

（24 ）

　　　　
w3 ＝

　　　　　　　 2

とな る ．こ れ を 22 式 ，
23式 ，

24 式 に 代入す る と

ω
1

ω
2

ω
δ

ω
4

σ

0

k 十 UH − s ＋ 　4んs ＋ （k 十 V−
s ）

2

　 　 　 　 　 　 2

h ＋ ひ一
s ＋ 再 薦 ＋ （ん ＋ σ一s ）

2

2
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モ ニ タ リ ン グ に よ る 動 機 付 け

α

β

1

0

レ

一h− （ア＋ s 十　4ks ＋ （ん ＋ σ一s ）
2

［矧一［

28

とな り，

一h 一σ 一s 一

　　　　　　　　　　　　　 2

したが っ で ， プ リ ン シ パ ル の 期待 効 用 は最善解の 水 ag　EZ ＊
よ りも

　　　　　　一k − 0＋ s ＋ 　4ks ＋ （k ＋ 〜アーs ）
2

EZ ＊ − EZI ＝

　　　　　　　　　　　　　　2

・農… σ 一Sii，e・L． ．
．］・ ［訓

だ け小 さ くな る ．　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　 ■
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Motivation  through  Monitoring

Takanori  Suzuki*

Abstract

  Usually  a  principal motivates  an  agent  through  perforrnance  information. This

should  be possible when  the information  is verifiable.  Verifiable information  means

that the information  can  be observed  by third parties so  that the information can
be used  as  a  variable  of  a  contract.  But  in practice, we  can  easily  find cases  in

which  performance  information is not  necessarily  verifiable.  In this article,  I look

for a  way  to motivate  an  agent  by  monitoring  his effbrt,  on  the  assumption  that the

performance  information is not  verifiable,

 First of  all, I show  that if perfbrmance  information  is not  verifiable,  the  principal
can  not  have  the first best solution  without  infinitely preparing  a  large penalty  for
the agent  so  that he does not  shirk  from his work.  When  the agent  can  not  bear the

penalty  because  of  a  restriction  against  his assets,  the principal may  need  to guar-
antee  that the  agent  would  assume  a  limited liability. Secondly, I show  that even

though  the principal must  assume  the agent's  limited liability, there can  be a  prof
itable contract  for both  of  them.  Lastly, I show  that though  advanced  information

technology  which  enables  the performance  information  to be verifiable,  the moni-

toring system  can  be a  better solution  than  the  information  system  to motivate  the

agent.

 The  analysis  proceeds  as  follows,In Section 1, the model  is described. In Section

2, I analyze  the medel  to examine  the eharacteristics  of  the optimal  solution.  In the
last Section, I give some  concluding  remarks.
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